










「 が ん 」 に ど う 対 処 す る か














































　国立がん研究センターは、本年 7 月 10 日、
2014 年に新たにがんと診断される人は 88 万
2200 人で、死亡するがん患者は 36 万 7100
人との予測を公表した。人口の高齢化を背景に、
がん患者数は 2010 年に比べて約 7 万 7000 人





がんの 13 万 700 人。肺がんが 12 万 9500 人
で二位となり、三位が大腸がんで 12 万 8500
人、四位は乳がん 8 万 6700 人、五位は前立










　治療が難しいすい臓がん（3 万 1900 人）は
四位となり、2012 年の統計では四位であった


























































　表 1 がんの統計 2012 より作成














































































































































男性では 60 才代後半から 70 才代前半でピー
クとなる。
　毎年 70 万人以上ががんに罹患し、35 万人
以上が死亡している。総数ではいずれもほぼ
40％ほど男性の方が多いが、59 才までは女性
の方がかかりやすいのが「がん」である。
　男性に関しては「喫煙率の高さ」が主因であ
り、女性に関しては「乳がんの急増」が主因と
なっていることは明らかである。
　日本人の二人のうち一人は、生涯においてが
んに罹患するというのに、「がん」に対する関心・
認識が乏しい。
　がん検診受診率の際立って低いこと、喫煙率
の高いことなど、がん対策上の問題は山積して
いる。
　がんの急増の原因は、急速に進行する高齢化
である。がんは老化に伴う宿命的な病である。
人間はみな老化して病気にかかり死んでいくの
である。がんは「老化病」であり、「生活習慣病」
で慢性病である。
　したがって、健康的生活を勝ち取るために、
「防煙、バランスのとれた食事、健康運動」な
どのがん予防のライフスタイルを心掛けること
─ 42 ─
が大切である。がん予防のライフスタイルは、
生活習慣病対策と全く同様である。さらに検診
を定期的に受けることが重要である。
　まず「がん」とたたかうためには、目前の敵
である「がん」とは何かをよく知ることが肝心
である。がんの予防効果をあげるためには、小
児時代から諸々のがん予防の姿勢作りを教育す
ることが重要である。
